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№109　②

表紙写真によせて

僕も私もうがいでコロナ退散！
みんな元気で健康な身体！

も く じ

P４　6月定例会

　P４－５　補正予算・条例

　P６－７　契約・承認

　P８－９　陳情・報告

P10　一般質問

P12　こんにちは

◇
６
月
定
例
会
の
概
要
◇

　
令
和
４
年
６
月
第
３
回
大
月
町
議
会

定
例
会
は
６
月
９
日
か
ら
６
月
１４
日
ま

で
の
会
期
で
開
催
、
補
正
予
算
１
件
、

条
例
２
件
、
契
約
４
件
、
補
正
（
専
決
）

２
件
、
条
例
（
専
決
）
２
件
の
計
１１
件

が
提
出
さ
れ
全
案
を
承
認
・
可
決
し
た
。

　
他
に
、
報
告
（
専
決
）
５
件
が
報
告

さ
れ
た
。

　
陳
情
は
３
件
提
出
さ
れ
総
務
厚
生
常

任
委
員
会
に
２
件
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
に
１
件
を
付
託
し
、
内
２
件
は
「
採

択
す
べ
き
も
の
」
と
の
結
審
報
告
が
あ

り
、
本
会
議
に
て
２
件
を
可
決
し
関
係

省
庁
に
意
見
書
を
送
付
し
た
。



③　№109③　№109

樹齢145年（推定）芳の沢 栴檀の樹
せんだん



№109　④

款　名　称 項　　　目　　　名 補　正　額

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

そ　の　他

空き家活用シェアオフィス等整備工事

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

子育て世帯生活支援特別給付金

新型コロナウイルスワクチン予防接種委託料

園芸用ハウス整備事業補助金（県単）

他予算科目増減差額

一 般 会 計 補 正 額 総 計

補 正 後 会 計 予 算 総 額

１８７５万円

２３００万円

１４０万円

５３０万円

４１３万円

１１３９万円

６３９７万円

５１億９６９７万円

令和4年度 補正予算（主なもの）

補
正
後
予
算
総
額

51
億

９
６
９
７
万
円

51
億

９
６
９
７
万
円

51
億

９
６
９
７
万
円

依
岡
　
空
き
家
活
用
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
整
備
工
事
・

工
事
管
理
委
託
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

を
。

B
　
道
の
駅
の
上
に
あ
る
ア
ト
リ
エ
棟
、
Ｒ
Ｃ
造
３

階
建
て
の
建
物
で
す
。
こ
れ
は
令
和
２
年
度
の
繰
越
事

業
で
令
和
３
年
度
工
事
実
施
を
す
る
予
定
で
設
計
業
務

を
行
い
ま
し
た
。
２
回
の
入
札
の
結
果
、
不
調
と
な
り
、

令
和
３
年
度
の
実
施
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
県
・

国
と
の
調
整
が
つ
い
た
令
和
４
年
度
の
新
た
な
事
業
経

費
と
し
て
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
事
業
内
容
と
し
て
は
、
ア
ト
リ
エ
棟
の
２
部
屋
を
貸

し
出
し
可
能
な
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
す
る
内
装
工
事

が
主
な
工
事
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

改装予定のアトリエ棟

14億9095万円
総務費

11億4588万円
民生費

5億3110万円
衛生費

2億3675万円
農林水産業費

8億4684万円
その他

9億4545万円
未補正 6

月
定
例
会

令
和
４
年
度
補
正
予
算

〈
全
員
賛
成
〉

質
　
　
　
疑



⑤　№109

〇
大
月
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
・
目
　
　
的
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
る
収
入
減
に
お
け
る
保
険
料
減
免
の

　
　
　
　
　
　
　
適
用
期
限
の
延
長
。

　
・
適
用
期
限
　
令
和
５
年
３
月

３１
日

　
　
　
　
　
　
　（
１
年
間
延
長
）

　
・
施
　

行
　

日
　
令
和
４
年
４
月
１
日

〇
大
月
町
長
期
滞
在
複
合
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
制
定

　
・
目
　
　
的
　
本
町
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
背
景

　
　
　
　
　
　
　
に
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
創
出
し
ク

　
　
　
　
　
　
　
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の
誘
致
に
取
り

　
　
　
　
　
　
　
組
み
、
関
係
人
口
の
拡
大
と
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　
産
業
の
創
出
に
よ
り
多
様
な
交
流
を

　
　
　
　
　
　
　
促
進
し
本
町
の
活
性
化
を
図
る
。

　
・
名
 
 

称
　
大
月
町
長
期
滞
在
複
合
施
設

　
・
場
 
 

所
　
大
月
町
小
才
角
３
５
０
番
地

　
・
そ
　

の
　

他
　
施
設
の
業
務
・
利
用
方
法
・
利
用
料

　
　
　
　
　
　
　
金
な
ど
を
規
定

　
・
施
　

行
　

日
　
令
和
４
年
８
月
１
日

安
原
　
指
定
管
理
者
は
町
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、利
用
料
金
の
減
額
・
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
が
、
ど
の
様
な
場
合
を
想
定
し
て
い
る
か
。

B
　
施
設
滞
在
中
に
本
町
の
保
育
園
・
小
中
学
校
に

お
い
て
、
滞
在
者
の
技
術
や
体
験
を
伝
え
る
取
組
み
や
、

製
作
現
場
の
見
学
な
ど
、
本
町
に
と
っ
て
有
益
な
事
業

を
行
う
場
合
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
要
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
来
年
３
月
１
日
の
開

設
以
降
、
ま
た
、
事
前
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
を
実
施

し
な
が
ら
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浦
木
　
①
修
繕
費
の
負
担
は
利
用
者
か
。

②
シ
ン
グ
ル
で
１
泊
５
千
円
は
高
額
で
は
な
い
か
。
高

知
市
内
の
街
外
れ
で
は
１
泊
４
千
円
で
泊
ま
れ
る
。

宿
泊
料
の
設
定
根
拠
は
。

③
長
期
滞
在
は
人
の
流
れ
を
作
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
、

減
額
し
て
出
来
る
だ
け
長
く
泊
ま
っ
て
い
た
だ
く
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

B
　
①
修
繕
費
の
負
担
に
お
き
ま
し
て
は
、
利
用
者

の
原
因
に
よ
り
壊
れ
た
場
合
は
直
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
主
要
施
設
、
設
備
が
破
損
し
た
場

合
は
、
本
町
が
施
設
本
体
と
し
て
修
繕
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
町
内
の
民
宿
な
ど
の
素
泊
ま
り
料
金
を
調
べ
本
町

の
民
間
の
営
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、　
ま

た
、
大
き
な
差
異
が
出
な
い
よ
う
設
定
し
ま
し
た
。

利
用
料
金
は
１
名
１
室
で
料
金
を
定
め
て
お
り
ま

す
が
、
本
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、

そ
の
部
屋
を
中
心
に
全
て
の
施
設
利
用
が
無
料
に

な
る
こ
と
か
ら
設
定
料
金
（
５
千
円
）
と
し
ま
し
た
。

③
減
免
規
定
を
設
定
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
利

用
者
に
本
町
の
子
供
た
ち
と
か
か
わ
る
機
会
や
、

本
物
を
体
験
す
る
機
会
を
前
提
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
滞
在
さ
れ
る
場
合
、
そ

う
い
う
も
の
と
組
み
合
わ
せ
て
で
き
る
だ
け
安
い

金
額
で
長
期
滞
在
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
検
討

し
ま
す
。

中
田
　
指
定
管
理
と
し
て
い
る
が
、
道
の
駅
や
ベ
ル
リ
ー

フ
と
同
じ
よ
う
な
認
識
で
、
指
定
管
理
料
が
発
生
す

る
か
。

B
　
指
定
管
理
は
将
来
を
見
据
え
て
考
え
て
い
ま
す
。

料
金
を
取
る
場
合
に
は
、
当
面
は
直
営
で
運
営
を
し

な
が
ら
、
経
営
で
き
る
よ
う
な
収
益
が
上
が
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
ベ
ル
リ
ー
フ
大
月
の
よ
う
に
使
用
料
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
の
よ
う
に
管
理
料
を
町
が
支
払
い

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

条
　
　
例

〈
全
員
賛
成
〉

質
　
　
　
　
　
疑



№109　⑥

〇
令
和
4
年
度
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入

　
・
目
　
　
的
　
大
月
町
消
防
団
第
１
分
団
泊
浦
部
に

　
　
　
　
　
　
　
配
備
し
て
い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

　
　
　
　
　
　
　
積
載
車
の
更
新
。

　
・
契
約
金
額
　
９
４
６
万
円

　
・
契
約
相
手
　
高
知
市
介
良
甲
９
８
５
番
地
５

　
　
　
　
　
　
　
高
知
消
防
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

　
・
契
約
期
間
　
令
和
５
年
３
月
２８
日
ま
で

〇
令
和
4
年
度
塵
芥
収
集
車
購
入

　
・
目
　
　
的
　
老
朽
化
し
た
塵
芥
収
集
車
の
更
新
。

　
・
契
約
金
額
　
６
２
６
万
６
８
０
０
円

　
・
契
約
相
手
　
高
知
市
南
丸
町
２３
番
地

　
　
　
　
　
　
　
い
す
ゞ
自
動
車
中
国
四
国
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
高
知
支
店

　
・
契
約
期
間
　
令
和
５
年
２
月
２８
日
ま
で

〇
水
第
1
号
　
大
月
町
簡
易
水
道
施
設
整
備
工
事
請
負

　
・
目
　
　
的
　
春
遠
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
清
王
・
鉾

　
　
　
　
　
　
　
土
地
区
の
配
管
工
事
。

　
・
契
約
金
額
　
１
億
２
６
０
９
万
３
０
０
０
円

　
・
契
約
相
手
　
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
１
８
０
３
番
地

　
　
　
　
　
　
　
谷
口
建
設
株
式
会
社

　
・
契
約
期
間
　
令
和
５
年
３
月
１５
日
ま
で

〇
新
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
利
用
し
た
非
接
触
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
導
入
業
務
委
託

　
・
目
　
　
的
　
現
在
の
機
種
の
撤
退
に
よ
り
今
後
の

　
　
　
　
　
　
　
保
守
整
備
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
機
能
を
持
つ
新
ＩＰ
告
知
端
末

　
　
　
　
　
　
　
機
へ
の
切
り
替
え
。

　
・
契
約
金
額
　
１
億
７
７
８
５
万
４
６
０
０
円

　
・
契
約
相
手
　
東
京
都
港
区
三
田
３
¦

１３
¦

１６

　
　
　
　
　
　
　
京
セ
ラ
み
ら
い
エ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
株
式

　
　
　
　
　
　
　
会
社

　
・
契
約
期
間
　
令
和
５
年
２
月
２８
日
ま
で

山
本
　
①
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
の
設
置
に
関
し
て
付
帯
工

事
は
発
生
し
な
い
か
。

②
順
次
交
換
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
交
換
し
て
い
る

間
、
現
状
の
端
末
と
の
互
換
性
、
相
互
性
に
問
題
は

な
い
か
。

③
設
置
台
数
と
単
価
は
。

④
町
内
の
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
現
状
の
告
知
端

末
機
は
何
台
か
。
今
後
の
設
置
計
画
は
。

B
　
①
交
換
の
付
帯
工
事
は
発
生
い
た
し
ま
す
。
委

託
契
約
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
新
機
種
と
旧
機
種
の
交
換
時
に
お
け
る
互
換
性
は
、

現
在
使
っ
て
お
り
ま
す
告
知
端
末
機
は
そ
の
ま
ま
稼

働
し
交
換
し
た
も
の
か
ら
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー

バ
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
同
時
併
用

の
運
用
と
な
り
ま
す
。

③
設
置
台
数
は
９
０
０
台
で
す
。
告
知
端
末
機
１
台
あ

た
り
の
税
抜
き
単
価
が
７
万
５
３
０
０
円
、
総
額
６

７
７
７
万
円
、
税
込
み
金
額
で
７
４
５
４
万
７
千
円

で
す
。

④
３
月
末
現
在
で
貸
与
し
て
お
り
ま
す
総
台
数
は
３
２

３
４
台
で
す
。
一
般
家
庭
、
空
き
家
、
工
場
、
事
務

所
、
各
事
業
所
に
設
置
し
た
台
数
で
す
。
今
年
度
の

未
設
置
機
器
は
次
年
度
以
降
の
更
新
計
画
を
今
年
度

策
定
す
る
予
定
で
す
が
、
併
用
期
間
が
長
引
き
ま
す

と
経
費
が
余
分
に
か
か
る
の
で
短
期
間
で
収
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

導入される新端末機

契
　
　
約

〈
全
員
賛
成
〉

質
　
　
　
疑



⑦　№109

款　名　称 項　　　目　　　名 補　正　額

款　名　称 項　　　目　　　名 補　正　額

総　務　費

消　防　費

そ　の　他

財政調整基金

ふるさと応援基金

木造住宅耐震診断調査委託料

住宅耐震改修工事費補助金

他予算科目増減差額

一 般 会 計 補 正 額 総 計

補 正 後 会 計 予 算 総 額

５０００万円

２６５万円

１３万円

３００万円

△１３９５万円

４１８３万円

５３億１７６２万円

令和3年度 大月町一般会計第10号補正予算

令和4年度 大月町国民健康保険特別会計補正予算

４４７万円

８億４６３５万円

保険給付費� 一般被保険者移送費

補 正 後 会 計 予 算 総 額

〇
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

〇
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
か
ら
津
野
山
広
域
事

務
組
合
が
脱
会
す
る
こ
と
に
伴
う
財
産
処
分

〇
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
か
ら
幡
多
中
央
環
境

施
設
組
合
が
脱
会
す
る
こ
と
に
伴
う
財
産
処
分

　
以
上
３
件
は
津
野
山
広
域
事
務
組
合
・
幡
多
中
央

環
境
施
設
組
合
の
脱
会
に
伴
う
規
約
の
変
更
と
財
産

処
分
の
決
議

〇
幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

【
内
容
】
執
務
場
所
で
あ
る
宿
毛
市
役
所
の
移
転
に
よ

る
住
所
の
変
更

　
・
施
行
期
日
　
令
和
４
年
５
月
１
日

〇
大
月
町
観
光
情
報
発
信
セ
ン
タ
ー
（
柏
島
）

　
・
名
　
　
称
　
認
可
地
縁
団
体
　
柏
島
地
区
会

　
・
指
定
期
間
　
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
３１
日
ま
で

〇
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
大
月

　
・
名
　
　
称
　
一
般
財
団
法
人

　
　
　
　
　
　
　
大
月
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

　
・
指
定
期
間
　
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
３１
日
ま
で

〇
大
月
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
（
全
員
賛
成
）

【
内
容
】
国
・
県
の
人
事
院
勧
告
を
考
慮
し
�

期
末
手
当
を
年
間
０
・
０５
月
分
減
額

・
施
行
日
　
公
布
の
日
か
ら

〇
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決
議

に
つ
い
て
　
（
全
員
賛
成
）

【
内
容
】
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
主
権
侵
害
に
抗
議
し
、
世
界
の
恒

久
の
平
和
の
実
現
に
向
け
ロ
シ
ア
軍
を
即
時

に
撤
退
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

安
原
　
①
新
し
い
機
能
を
設
け
た
機
種
に
変
更
す
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
機
器
の
写
真
で
は
、
お
知
ら
せ
文

字
放
送
、
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
バ
ス
の
運
行
な
ど

が
あ
る
。
ど
の
様
な
こ
と
を
想
定
し
て
機
種
を
選
択

し
た
か
。

②
高
齢
者
が
使
用
す
る
に
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

③
地
区
か
ら
放
送
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ

を
登
録
し
て
お
き
、
設
定
時
間
に
自
動
的
に
放
送
す

る
機
能
は
付
い
て
い
る
か
。

B
　
①
現
在
使
わ
れ
て
い
る
告
知
端
末
機
は
、
一
方

的
な
情
報
の
発
信
で
し
た
が
、
今
回
の
機
種
は
福
祉

面
で
高
齢
者
の
見
守
り
機
能
や
、
デ
ー
タ
を
文
字
化

し
て
液
晶
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
や
携
帯
電
話
と
繋
ぎ
テ

レ
ビ
電
話
機
能
が
可
能
に
な
る
な
ど
双
方
向
性
を
重

視
し
、
多
機
能
性
を
評
価
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

②
機
能
的
に
は
前
機
種
よ
り
多
機
能
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
複
雑
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
基
本
機
能
は
さ

ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
に
設
置
す
る
際

の
個
人
へ
の
説
明
、
ま
た
地
区
で
取
り
扱
い
の
説
明

な
ど
も
納
入
業
者
と
仮
契
約
を
結
ん
で
お
り
ま
す
。

携
帯
電
話
の
利
用
と
併
せ
て
高
齢
者
へ
の
説
明
会
な

ど
の
開
催
も
考
え
て
い
ま
す
。

③
地
区
内
放
送
は
従
来
型
と
ほ
ぼ
同
じ
扱
い
で
す
が
、

設
定
時
間
に
よ
る
自
動
放
送
機
能
に
つ
い
て
は
調
査

し
ま
す
。

質
　
　
　
疑

〇
大
月
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
（
専
決
）

　
・
目
　
　
的
　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

　
　
　
　
　
　
　
主
な
改
正
は
、
特
定
配
当
等
の
申
告

　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
の
簡
素
化
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

　
　
　
　
　
　
　
除
の
特
例
の
延
長
、
省
エ
ネ
改
修
し

　
　
　
　
　
　
　
た
既
存
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
減
額

　
　
　
　
　
　
　
等
。
　

　
・
施
　

行
　

日
　
令
和
４
年
３
月
３１
日

〇
大
月
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決
）

　
・
目
　
　
的
　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

　
　
　
　
　
　
　
正
に
よ
る
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

　
　
　
　
　
　
　
課
限
度
額
の
改
定
。

　
　
　
　
　
　
〇
基
礎
課
税
限
度
額
の
改
定

　
　
　
　
　
　
　
　
６３
万
円
を
６５
万
円
に
改
定

　
　
　
　
　
　
〇
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
課
税
上
限
額

　
　
　
　
　
　
　
の
改
定

　
　
　
　
　
　
　
　
１９
万
円
を
２０
万
円
に
改
定
　

　
・
施
　

行
　

日
　
令
和
４
年
４
月
１
日

〇
令
和
3
年
度
大
月
町
一
般
会
計
第
１０
号
補
正
予
算

（
専
決
）

〇
令
和
4
年
度
大
月
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
第
1
号
（
専
決
）

規
　
　
約

〈
全
員
賛
成
〉

指
定
管
理

〈
全
員
賛
成
〉

議
員
発
議

承
　
　
認

〈
全
員
承
認
〉
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　【
賛
成
討
論
】
野
村
　
満
久

　
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
事
業
者
、

中
小
企
業
、
個
人
事
業
主
、
そ
の
事
業
者
と
取
引
を
し

て
い
る
企
業
に
も
大
き
な
負
担
の
可
能
性
が
あ
る
。
一

次
産
業
で
は
様
々
な
資
材
・
肥
料
の
高
騰
の
中
で
経
営

の
状
況
が
本
当
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
は
経
済
を
回
す
こ
と
が
最
優
先
だ
と
考
え
、
こ
の
陳

情
の
採
択
に
賛
成
す
る
。

　【
賛
成
討
論
】
中
田
　
巌

　
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
は
、
国
民
の
税

の
平
等
性
の
観
点
か
ら
免
税
事
業
者
か
ら
も
納
入
し
て

も
ら
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
今
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
、
令
和
５
年

１０
月
開
始
と
い
え
ど
も
、
ま
だ
ま
だ

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
事
業
者
が
多
く
い
る
こ
の
状

況
に
お
い
て
、
実
施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳

情
に
賛
成
す
る
。

　
《
反
対
》
久
米
里
志

　
《
賛
成
》
安
岡
邦
彦
　
浦
木
秀
雄
　
依
岡
一
生

　
　
　
　
　
山
本
恒
和
　
安
原
明
彦
　
中
田
　
巌

　
　
　
　
　
野
村
満
久

【
結
審
】　
本
会
議
に
て
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
、
関

係
省
庁
へ
意
見
書
を
送
付
し
た
。

《
産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
》

〇
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求
め
る

意
見
書
の
陳
情
（
賛
成
多
数
）

　【
反
対
討
論
】
久
米
　
里
志

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
複
数
税
率
に
お
い
て
適
切

な
課
税
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
導
入
さ
れ
る
仕
入
れ

税
控
除
の
制
度
で
あ
る
。
消
費
税
は
事
業
者
が
消
費

者
か
ら
預
か
っ
た
税
で
あ
り
、
き
ち
っ
と
収
め
る
べ

き
で
あ
る
。
令
和
元
年

１０
月
か
ら
軽
減
税
率
の
実
施

が
始
ま
り
、
こ
の
４
年
間
で
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円

滑
な
移
行
を
行
っ
て
き
た
。
来
年
の

１０
月
か
ら
実
施

し
令
和
８
年

１０
月
ま
で
の
３
年
間
、
免
税
事
業
者
か

ら
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
も
消
費
税
相
当
額
の

８０
％
控

除
な
ど
、
移
行
す
る
た
め
の
条
件
を
作
っ
て
来
て
い
る
。

状
況
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
で
先
延
ば
し
に
す
る
こ

と
に
は
反
対
す
る
。

《
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
付
託
》

〇
女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ
の
安
心
安
全
の
確
保
に

つ
い
て
の
陳
情
（
全
員
賛
成
）

【
報
告
】　
委
員
会
で
「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
結
審
報

告
さ
れ
た
。

（
理
由
）　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
令
和
３
年

１２
月
１
日

施
行
）
等
が
改
正
さ
れ
た
。
事
務
所
に
お
け

る
「
男
性
用
と
女
性
用
ト
イ
レ
は
個
別
に
設

け
る
」
を
今
後
も
崩
さ
ず
、
女
性
の
安
心
安

全
の
権
利
法
益
を
守
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
判
断
し
た
。

【
結
審
】　
本
会
議
に
て
可
決
し
、
関
係
省
庁
へ
意
見
書

を
送
付
し
た
。

〇
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
７
月
２０
日
に
固
定
化
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
（
全
員
反
対
）

【
報
告
】　
委
員
会
で
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
結

審
報
告
さ
れ
た
。

（
理
由
）　
海
の
日
だ
け
を
固
定
化
す
る
こ
と
に
疑
問
を

感
じ
る
。

現
在
の
祝
日
は
労
働
時
間
の
短
縮
や
連
続
の

休
暇
取
得
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

反
す
る
こ
と
に
な
る

【
結
審
】　
本
会
議
に
て
不
採
択
と
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　
消
費
税
課
税
事
業
者
が
消
費
税
を
納
付
す

る
際
、
仕
入
れ
等
の
経
費
に
係
る
消
費
税
分

を
控
除
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
制
度
開
始
後
は
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に

登
録
課
税
事
業
者
の
み
が
発
行
で
き
る
「
イ

ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
）」
が
必
須
に
な
る
。

陳
　
　
情
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〇
水
第
1
号
　
大
月
町
簡
易
水
道
施
設
工
事
請
負
契
約

の
変
更
（
専
決
）

　
・
変
更
増
額
金
額
　
２
５
１
万
９
０
０
０
円

　
　
変
更
後
契
約
額
　
１
億
３
１
７
１
万
４
０
０
０
円

　
・
契
約
相
手
　
　
長
山
建
設
株
式
会
社

　
・
変
更
契
約
日
　
令
和
４
年
３
月

２２
日

　
・
変
更
理
由
　
　
本
管
設
置
施
工
に
伴
い
清
王
地
区

地
形
の
高
低
差
が
激
し
く
、
管
路

へ
の
充
水
時
や
排
水
時
に
低
い
場

所
に
空
気
溜
ま
り
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
等
か
ら
、
空
気

弁
を
追
加
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り

速
や
か
な
給
水
が
可
能
に
な
り
、

維
持
管
理
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
も
迅

速
に
な
る
た
め
設
計
変
更
を
行
っ

た
。

〇
令
和
3
年
度
大
月
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

　
・

２３
事
業
、
総
額
５
億
７
万
円
を
次
年
度
に
繰
越
。

〇
令
和
3
年
度
大
月
町
水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

　
越
計
算

　
・
２
事
業
、
総
額
４
７
６
万
円
を
次
年
度
に
繰
越
。

〇
令
和
3
年
度
大
月
町
漁
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別

　
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

　
・
１
事
業
、
５
１
０
万
円
を
次
年
度
に
繰
越
。

〇
ま
ち
第
１
号
大
月
町
長
期
滞
在
複
合
施
設
改
修
工
事

　
請
負
契
約
の
変
更
（
専
決
）

　
・
変
更
増
額
金
額
　
２
５
０
万
８
０
０
０
円

　
　
変
更
後
契
約
額
　
８
６
１
０
万
８
０
０
０
円

　
・
契
約
相
手
　
　
久
米
建
設
株
式
会
社

　
・
変
更
契
約
日
　
令
和
４
年
３
月

１８
日

　
・
変
更
理
由
　
　
敷
地
内
の
樹
木
伐
採
、
危
険
フ
ェ

ン
ス
の
撤
去
、
玄
関
サ
ッ
シ
の
交

換
及
び
玄
関
ス
ロ
ー
プ
の
追
加
工

事
に
よ
り
工
事
費
が
増
額
と
な
っ

た
。

旧小才角小学校
本町の活性化を図るために改修

次回定例会は９月の予定です。

議会はどなたでも傍聴することができます。
傍聴席入り口に「傍聴人名簿」を用意しておりますので、

住所・氏名を記載して専用の箱に投函してください。
傍聴前には携帯電話等が鳴らないよう、設定をお願いします。

傍聴・録音放送のお問い合わせは議会事務局までお願いします。
（電話：０８８０－７３－１６８２）

報
　
　
告
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A
　
事
業
者
が
新
規
事
業

や
経
営
改
善
の
た
め
に
必

要
か
つ
有
利
な
補
助
金
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
た

め
、
そ
の
申
請
業
務
等
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
町
民
の
所

得
向
上
に
努
め
て
い
く
こ

と
も
行
政
の
役
割
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　
今
後
、
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
構

築
し
て
い
け
る
よ
う
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成

し
て
い
く
つ
も
り
は
な
い

か
。

岡
田
町
長
　
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
育
て
る
と
い

う
件
は
、
各
担
当
課
で
人

材
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
職
員
の
人

材
育
成
に
は
積
極
的
に
努

め
、
事
業
の
形
態
に
沿
っ

た
情
報
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
状
の
業
務
に
加
え
、

な
お
詳
細
に
丁
寧
に
説
明
、

指
導
し
て
い
く
よ
う
各
部

署
に
通
達
い
た
し
ま
す
。

補助申請支援

プロフェッショナルの育成を

　　　　　　担当課で育成／町長
中田　巌 議員中田　巌 議員

部活動の地域移行

指導者のあり方を聞く

　子どもに寄り添えること／教育長

A
　
い
ま
、
大
月
の
子
育

て
世
代
は
経
済
的
な
支
援

よ
り
も
、
こ
の
町
で
子
育

て
し
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
政
策
を
望
ん
で
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
議
論
を

開
始
し
た
「
部
活
動
の
地

域
移
行
」
が
、
そ
の
一
助

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
す
る
。

　
ど
の
よ
う
な
指
導
者
を

選
任
し
て
い
く
か
、
教
育

委
員
会
の
役
割
が
大
き
く

影
響
す
る
。
教
育
長
の
「
指

導
者
と
し
て
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
考
え
を
聞
く
。

伊
与
田
教
育
長
　
一
言
で

申
し
上
げ
ま
す
と
、『
子

ど
も
に
寄
り
添
え
る
指
導

者
』
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

①
子
ど
も
と
目
標
を
共
有

で
き
る
。
②
子
ど
も
と
共

に
活
動
で
き
る
。
③
自
ら

学
習
す
る
姿
勢
を
持
つ
。

④
子
ど
も
の
変
化
に
気
づ

き
対
応
で
き
る
。
⑤
本
気

で
諭
し
、
心
か
ら
褒
め
る
。

　
こ
の
よ
う
な
指
導
者
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

A
　
大
月
町
の
小
規
模
林

業
に
対
す
る
支
援
は
、
近

隣
市
町
村
と
比
べ
る
と
決

し
て
充
実
し
て
い
な
い
。

作
業
道
開
設
費
を
も
っ
と

充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

岡
田
町
長
　
作
業
道
開
設

は
小
規
模
の
林
業
者
を
育

成
し
て
い
く
上
で
重
要
な

支
援
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
担
当
課
に
は
、
令
和
５

年
度
に
向
け
て
検
討
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
て
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

A
　
森
林
環
境
譲
与
税
と

い
う
財
源
が
あ
り
な
が
ら
、

有
効
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。

国
も
「
納
税
者
に
対
し
て

説
明
が
立
た
な
い
」
と
見

直
し
を
図
っ
て
い
る
。
大

月
町
も
、
も
っ
と
知
恵
を

出
し
合
う
べ
き
な
の
で
は
。

岡
田
町
長
　
森
林
管
理
制

度
に
つ
い
て
、
幡
多
６
市

町
村
で
協
議
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
知

恵
を
出
し
合
え
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

環境にも配慮した作業道

小
規
模
林
業

作
業
道
開
設
支
援

 
　
　
　
５
年
度
に
向
け
て
／
町
長

指導者も学ぶ姿勢を

一　般　質　問
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A
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・

道
の
駅
多
機
能
拠
点
化
計

画
を
断
念
し
た
。
ふ
れ
あ

い
市
関
係
者
や
住
民
の
失

望
を
考
え
る
と
残
念
だ
。

今
後
、
今
の
場
所
に
木
造

で
も
っ
と
お
金
を
か
け
な

く
て
済
む
建
て
替
え
か
、

あ
る
い
は
、
利
便
性
を
考

慮
し
、
ふ
れ
あ
い
市
、
公

民
館
、
図
書
館
も
含
め
た

多
機
能
の
建
物
に
す
る
２

つ
の
案
を
検
討
す
る
よ
う

提
案
す
る
。

岡
田
町
長
　
２
つ
の
案
は
、

今
回
の
提
案
と
し
て
受
け

て
お
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
計
画
の
実
行
に
際
し
必

要
と
な
る
大
規
模
改
修
の

実
施
が
で
き
る
時
期
が
訪

れ
ま
し
た
ら
、
施
設
の
構

造
の
木
造
化
を
含
め
、
全

体
の
事
業
コ
ス
ト
削
減
に

向
け
た
検
討
、
公
民
館
、

図
書
館
の
機
能
を
持
つ
複

合
施
設
な
ど
、
ひ
と
つ
の

手
法
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

A
　
政
府
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
、
物
価
高
騰
対
応
分

の
創
設
を
し
た
。
大
月
町

に
は
い
く
ら
配
分
さ
れ
て

い
る
か
。

岡
田
町
長
　
物
価
高
騰
対

応
で
す
が
、
本
町
へ
は
交

付
限
度
額
４
９
５
７
万
７

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A
　
こ
の
お
金
、
大
月
町

は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
充

て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
原
油
価
格
や
電
気
、

そ
し
て
ガ
ス
料
金
を
含
む

物
価
等
の
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
や
事
業
者

の
負
担
の
軽
減
を
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
き
め
細
か

に
実
施
で
き
る
よ
う
、
現

在
事
業
計
画
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
ご
報
告
で
き
る

の
は
７
月
に
臨
時
議
会
を

招
集
し
て
提
案
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

A
　
行
政
は
、
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
・
道
の
駅
の
拠
点

化
凍
結
を
財
政
ひ
っ
ぱ
く

が
原
因
と
し
た
。
し
か
し
、

１０
年
前
の
小
学
校
、
特
老

を
建
て
た
と
き
よ
り
、
保

育
園
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ

ん
ご
を
建
て
た
今
は
貯
金

が
６
億
円
も
多
い
。
借
金

も
今
後
３
年
間
で
７
億
円

も
減
る
。
人
口
減
少
、
町

づ
く
り
を
考
え
る
と
財
政

運
営
の
予
想
が
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
。

冨
岡
副
町
長
　
計
画
の
数

字
は
、
財
政
計
画
で
事
業

の
一
時
保
留
、
分
割
、
先

送
り
な
ど
を
、
投
資
経
費

を
抑
え
た
形
で
の
計
画
上

の
数
字
で
す
。
安
定
的
な

基
金
残
高
は
、
標
準
財
政

規
模

２８
億
円
の
約

５０
％
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
安

定
的
な
数
字
、
こ
れ
が
戻

る
ま
で
は
我
慢
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
財

政
運
営
を
決
定
し
て
い
ま

す
。

物
価
高
騰
対
応

い
く
ら
配
分
さ
れ
て
い
る
か

 
　
約
５
０
０
０
万
円
で
す
／
町
長

道の駅多機能拠点化計画

2つの選択肢で検討すべき

　　提案として受けます／町長
道の駅多機能化拠点化凍結で
大月町は発展できる？

こんな財政運営
住民のためになるの？

財
政
難
？

予
想
が
お
か
し
い
の
で
は

 
　
安
定
を
め
ざ
し
ま
す
／
副
町
長

大月町のここを聞く
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議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
山
本
　
恒
和

　
副
委
員
長
　
浦
木
　
秀
雄

　
委
　
　
員
　
依
岡
　
一
生

　
委
　
　
員
　
安
原
　
明
彦

　
委
　
　
員
　
中
田
　
　
巌

編
集
後
記

編
集
後
記

『
自
分
が
変
わ
れ
ば

　
　
相
手
も
変
わ
る
 

心
が
変
わ
れ
ば

　
　
態
度
も
変
わ
る
 

態
度
が
変
わ
れ
ば

　
　
行
動
も
変
わ
る
 

行
動
が
変
わ
れ
ば

　
　
習
慣
も
変
わ
る
 

習
慣
が
変
わ
れ
ば

　
　
人
格
が
変
わ
る

人
格
が
変
わ
れ
ば

　
　
運
命
が
変
わ
る

運
命
が
変
わ
れ
ば

　
　
人
生
が
変
わ
る
』

（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
典
）

　「
自
分
」
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま

せ
ん
。
何
ひ
と
つ
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　
何
か
を
変
え
た
け
れ
ば
、

ま
ず
「
自
分
」
か
ら
。

（
中
田
　
巌
）

発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

【
南
海
大
震
災
】

昭
和

２１
年

１２
月

２１
日

午
前
４
時

１５
分

Ｍ
８
・
１
地
震
発
生

津
波
高
さ（
浦
尻
）

４
・
５
メ
ー
ト
ル

（
大
月
町
史
よ
り
）

【
日
向
灘
地
震
】

昭
和

４３
年
４
月
１
日

９
時

４２
分
頃

Ｍ
７
・
５
地
震
発
生

津
波
高
さ（
四
国
）

３
メ
ー
ト
ル
以
上

（
取
材
　
依
岡
一
生
） 津波が押し寄せた川

避
難
の
大
切
さ

　
過
去
の
経
験
を
思
い
出

し
、

９１
歳
に
な
る
ま
で
地

震
が
あ
る
た
び
車
に
乗
っ

て
避
難
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
地
震
、
津
波
の
怖
さ

を
２
度
も
経
験
し
た
話
を

聞
き
、
災
害
の
備
え
、
避

難
の
重
要
性
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
ご
家
族
と
共
に

幸
せ
に
、
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
。

「
死
ん
で
た
ま
る
か
」

　
安
岡
敏
子
さ
ん
は
、
南

海
大
震
災
・
日
向
灘
地
震

を
経
験
さ
れ
、
日
向
灘
地

震
が
発
生
し
た
時
、
石
材

の
仕
事
を
営
む
主
人
達
が

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
気
に

な
り
、
地
震
の
怖
さ
に
腰

が
抜
け
た
よ
う
な
状
態
な

が
ら
も
石
切
場
に
向
か
っ

た
。
そ
の
途
中
、
津
波
が

押
し
寄
せ
て
川
が
氾
濫
し
、

必
死
で
石
崖
に
し
が
み
つ

き
、「
死
ん
で
た
ま
る
か
」

と
の
思
い
で
、
無
心
で
駆

け
上
が
り
助
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　
周
り
の
家
も
浸
水
し
、

ほ
ん
と
に
大
き
い
津
波
で

し
た
、
と
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

安岡 敏子さん　94歳（浦尻）
としこ

安岡 敏子さん　94歳（浦尻）
としこ
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